
X1, X2, . . . , Xn : 正規分布にしたがう独立な乱数.

W = (X1 X2 · · · Xn )
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を計算したい. 自由度 nの 1次元Wishart分布の第一固有値の累積分布関数.

m 次元の正規分布に従う乱数のとき. Xi ∈ Rm. W は m×m 行列になる.
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